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神
社
の
境
内
や
道
路
の
傍
ら
で

「
二
十
三
夜
塔
」
と
刻
ま
れ
た
石

塔
を
み
な
さ
ん
も
よ
く
目
に
す
る

こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今
回

は
、
こ
の
「
二
十
三
夜
塔
」
を
紹

介
し
ま
す
。

特
定
の
月
齢（
月
の
満
ち
欠
け
）

に
合
わ
せ
て
、「
講
」
を
組
ん
だ

人
た
ち
が
夜
に
集
ま
っ
て
、
手
仕

事
、
歓
談
や
飲
食
を
楽
し
み
な
が

ら
月
を
拝
む
と
い
う
民
間
信
仰
の

行
事
を「
月
待
ち
」と
い
い
ま
す
。

旧
暦
の
15
日
、
16
日
、
17
日
、
19

日
、
20
日
、
22
日
、
23
日
、
26
日

な
ど
の
月
齢
に
合
わ
せ
て
、
そ
の

日
の
夜
に
「
二
十
三
夜
」
や
「
二

十
三
夜
講
」
と
呼
ば
れ
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
月
夜
に
は
、
例
え

ば
十
五
夜
は
大
日
如
来
、
二
十
二

夜
は
観
音
菩
薩
、
二
十
三
夜
は
勢せ
い

至し

菩ぼ

薩さ
つ

と
本
尊
が
祀ま
つ

ら
れ
て
い
る

そ
う
で
す
。
月
の
化
身
が
勢
至
菩

薩
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
た
め
二
十

三
夜
を
祀
る「
二
十
三
夜
講
」

が
一
番
広
く
全
国
に
広
ま
っ

た
そ
う
で
す
。

「
二
十
三
夜
講
」
で
は
、

ど
ん
な
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
た
の

で
し
ょ
う
か
。
二
十
三
日
の
夜
は

月
が
出
る
の
が
午
前
０
時
ご
ろ
と

遅
く
、
講
の
行
わ
れ
る
家
に
灯

と
う
み
ょ
う明

や
ご
ち
そ
う
、
手
仕
事
の
道
具

（
苧お
う
み績
）
を
持
参
し
て
集
ま
り
、

手
仕
事
や
雑
談
、
お
茶
を
飲
ん
だ

り
し
な
が
ら
月
が
出
る
の
を
待

ち
、
月
が
東
の
空
に
昇
る
と
灯
明

を
供
え
祈
り
、
解
散
と
な
る
の
だ

そ
う
で
す
。

盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
江
戸
時
代
の
後
期
で
、
最

初
は
女
性
だ
け
が
、
や
が
て
男
性

も
行
う
よ
う
に
な
り
、
や
が
て
共

同
で
行
い
、
明
治
時
代
に
は
ほ
と

ん
ど
み
ら
れ
な
く
な
っ
た
と
い
い

ま
す
。

こ
の
月
待
ち
信
仰
の
あ
か
し
と

し
て
建
立
さ
れ
た
石
塔
が
「
二
十

三
夜
塔
」
と
な
り
ま
す
。

下し
も
は
ら原
に
は
、
文
政
２
年
（
１

８
１
９
年
）
８
月
に
世
話
人

安や
す
え
も
ん

右
衛
門
ら
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ

た
「
二
十
三
夜
塔
」
が
あ
り
ま
す

（
写
真
１
）。
石
工
の
太
郎
兵
衛

に
よ
っ
て
２
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る

自
然
石
に
「
二
十
三
夜
塔
」
と
朱

に
染
め
ら
れ
た
勢
至
菩
薩
が
刻
ま

れ
、
下
原
の
辻
に
建
立
さ
れ
ま
し

た
。
地
域
の
人
た
ち
は
、
昔
か
ら

石
塔
の
近
辺
を
「
三
夜
塔
」
と
呼

ん
で
い
ま
す
。「
三
夜
塔
ま
で
お

使
い
に
行
っ
て
く
る
」
な
ど
と
今

で
も
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
地
区
の

バ
ス
停
は
「
下
原
三
夜
塔
」
と
名

付
け
ら
れ
、親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

太
郎
兵
衛
が
文
化
７
年
（
１
８

１
０
年
）
〜
嘉
永
２
年
（
１
８
４

９
年
）
に
刻
ん
だ
25
基
の
月
待
ち

の
石
塔
の
な
か
に「
二
十
六
夜
塔
」

が
１
基
み
ら
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と

か
ら
二
十
三
夜
以
外
も
行
わ
れ
て

い
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
が
、
詳
細
は
不
明
で
す
。

君
沢
に
は
、
信
者
が
魚
野
川
か

ら
拾
い
上
げ
て
運
ん
だ
石
で
作
ら

れ
た
33
体
の
二
十
三
夜
塔
が
あ
る

他
、
市
内
の
各
地
に
石
塔
を
み
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

﹃
六
日
町
史
﹄
通
史
編
第
三
巻

近
・
現
代
を
発
刊
し
ま
し
た
。

明
治
時
代
か
ら
平
成
の
大
合
併

で
閉
町
と
な
る
ま
で
の
六
日
町
地

域
の
歴
史
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

こ
の
巻
は
、
み
な
さ
ん
か
ら
提

供
し
て
い
た
だ
い
た
資
料
や
地
域

に
残
る
資
料
を
活
用
し
、
構
成
・

執
筆
さ
れ
て
い
ま
す
。

体
裁　
Ａ
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版 

約
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０
頁

販
売
価
格　
３
０
０
０
円

販
売
窓
口　
郷
土
史
編
さ
ん
係
、

中
央
、
大
和
、
塩
沢
公
民
館

【
問
合
せ
】

社
会
教
育
課 

郷
土
史
編
さ
ん
係

　
　
　
　
☎
７
７
３
︲
２
１
９
７

写
真
１　
下
原
「
二
十
三
夜
塔
」

（
市
指
定
文
化
財
）

『
六
日
町
史
』
通
史
編

第
三
巻
を
発
刊

【
問
合
せ
】

社
会
教
育
課 

郷
土
史
編
さ
ん
係

　
　
　
　
☎
７
７
３
︲
２
１
９
７
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【
問
合
せ
】

　
八
色
の
森
公
園
管
理
事
務
所

☎
７
８
０
︲
４
５
６
０

︽
資
料
︾

　
﹃
新
編
城
内
郷
土
誌
﹄

　
﹃
村
の
歴
史

￤

君
沢
周
辺

￤

﹄

　
﹃
六
日
町
史
﹄通
史
編
第
二
巻

八
色
の
森
か
ら 

❶

　
公
園
や
周
辺
で
見
ら
れ
る

生
物
な
ど
、
季
節
に
応
じ
て

紹
介
し
ま
す
。

　

新
潟
県
の
木
。
庭
木
に
よ
く
あ

る
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
と
違
い
、
花
び
ら

が
平
に
な
る
く
ら
い
に
開
き
、
雄

し
べ
が
黄
色
く
バ
ラ
バ
ラ
で
す
。

名
前
に
反
し
て
、
寒
さ
に
弱
く
、

凍
害
を
受
け
や
す
い
た
め
冬
の

間
、
雪
に
覆
わ
れ
る
地
域
に
の
み

分
布
し
て
い
ま
す
。
枝
が
よ
く
し

な
り
雪
折
れ
し
に
く
い
の
も
特
徴

で
す
。

　

八
色
の
森
公
園
内
に
も
多
数
、

植
栽
さ
れ
て
い
ま
す
。

ユ
キ
ツ
バ
キ

まなびのひろば


